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解決を目指して玉川酸性水中和処理施設が本運転を開

始し

2000
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関する情報は少なく、中和処理の影響や流域河川水の
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が含まれている場合があるなかで、各種法令によって

規制・監視されている物質は限られてくる。規制の化
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図 2 各濃度区おける孵化率および致死率 

図 3 各 pH 濃度区おける孵化率および致死率 
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表 1 田沢湖水の水質 

水質項目   濃度 項目 イオン濃度 
(mg/L) 

pH            5.5 
EC(mS/m)     16.4 
DO(mg/L)      7.6 
COD(mg/L)    <0.5 

F        1.01 
Cl       16.2 
NO3        0.72 

SO4        16.1 
Na       2.73 
K        0.32 
Mg      0.67 
Ca       9.27 

 
表 2 各試験区の pH、EC、DO 

項目    対照区 10%  20%  40%  80%  100% 

pH          7.8   7.7   7.6   7.5   7.4   7.3 

EC(mS/m)   17.2  17.7  17.1  16.9  16.6  16.4 

DO(mg/L)   8.12  8.07  8.02  8.02  8.02  8.05 

を行って用いた。飼育温度は、26±1℃とし、飼育水は

パワーフィルター(ジェック株式会社)で循環ろ過し、

使用した。給餌はキリミンとテトラミンを混合し 1 日

4 回行ったが、試験前は冷凍ブラインシュリンプを飼

育水で解凍し、与えた。明暗周期は 16時間明，8 時間

暗に設定し、オスとメスをあらかじめ分けて飼育した。

本試験用の容器は、容量 90mLのペトリ皿(滅菌済プラ

スチックシャーレ)を使用した。公比は 2 とし、対照区

(0%)と希釈水(10%、20%、40%、80%、100%)を用意し

た。なお、各試験区の硬度は 90 程度になるよう、

NaHCO3・MgSO4・CaSO4・KCl 溶液を添加し、調整し

た。受精卵は、試験日の朝にペアリングし、産卵床か

ら採卵した卵を実体顕微鏡下で観察し、受精卵のみ実

験に用いた。ペトリ皿には、受精卵を各 15個ずつ入れ，

各濃度区 3 連で試験を実施した。温度は 26±1˚C，明暗

周期は 16時間明，8 時間暗に設定した。なお、48時間

毎に換水し、水質の時間経過による変化が起こらない

ようにした。各試験区の pH、EC、DO を表 2 に示す。

また、pH の影響を調べるため、CaO水溶液で pH のみ

調整した試験区においても胚・仔魚期短期毒性試験を

行った。各試験区の pH は、5.5(湖水)、6.5、7.5とした。 

4.4.4.4.実験実験実験実験結果結果結果結果    

図 2 に胚・仔魚期短期毒性試験の結果を示す。対照

区は曝露後 4 日目までに孵化率が 100％に達した。そ

れに対し、各試験区も 4 日目までにおおむね 100%の孵

化率を確認した。その後、9 日目まで試験を行ったが、

全ての試験区で異常は確認できなかった。以上、採水

地点の田沢湖水による孵化から仔魚期における魚類へ

の短期毒性はみられなかった。しかし、図 3 に示した

ように pH 無調整(pH5.5)の場合では、ANOVA 後の t 検

定より致死率への影響（p<0.05）が認められたが、pH6.5

以上での致死率の違いはみられなかった。 

5555....まとめまとめまとめまとめ 

今回の魚類胚･仔魚期短期毒性試験では、試験水の硬

度調整により pH 7 以上の条件下での影響はみられな

かったものの、田沢湖水では孵化後の仔魚に対し短期

毒性が確認された。現在、田沢湖には生息していない

クニマスなどのマス類は、環境の酸性化によって内分

泌機構等の生理機能に影響を現し、繁殖機能の低下が

起こるとされている

2)
。以上より田沢湖水は魚類の生

態に影響を及ぼすことが分かった。今後は湖心や流域

の酸性水など、多くの地点におけるデータ集積を行い、

田沢湖の生態系復元の糸口を見つけたいと考えている。 
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